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江
戸
前
期
に
お
け
る
道
統
と
華
夷
、
神
儒

―
―
神
代
上
古
の
叙
述
に
着
目
し
て
―
―

森

新
之
介

問
題
の
所
在

江
戸
前
期
、
日
本
は
中
国
か
夷
狄
か
と
い
う
華
夷
論
や
、
神
道
と
儒
学
の
関

係
如
何
と
い
う
神
儒
論
が
百
出
し
た
こ
と
は
周
知
に
属
す
る
。
し
か
し
、
何
故

当
時
こ
れ
ら
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
明
快
な
説
明
は
未
だ
存
在

し
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

華
夷
論
に
つ
い
て
は
、
江
戸
前
期
の
日
本
は
支
那
朝
鮮
の
よ
う
な
礼
義
が

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
劣
等
意
識
か
ら
自
ら
中
国
と
尊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
説
や
、
支
那
が
北
方
民
族
に
征
服
さ
れ
た
た
め
、
万
世
一
系
の
日
本
こ
そ
が

中
華
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

通
説
で
は
、
当
時
で
な
く
神
代
上
古
に
着
目
し
た
華
夷
論
が
、
明
清
交
替
が
日

本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
前
か
ら
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
説
明
で
き
な

い
。
ま
た
神
儒
論
に
つ
い
て
、
前
代
以
来
の
神
道
論
は
仏
家
道
家
の
論
を
混
ぜ

て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
排
除
し
た
儒
家
神
道
が
要
請
さ
れ
た
と
い
う
説
で
は
、

多
く
の
儒
者
が
牽
強
付
会
の
よ
う
な
論
理
を
用
い
て
ま
で
神
儒
一
致
を
主
張
し

た
理
由
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
道
学
の
道
統
論
で

（
一
）

あ
ろ
う
。
江
戸
前
期
の
道
統
論
は
、
こ
れ
ま
で
儒
者
の
思
想
研
究
の
一
部
と
し

て
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
僅
か
に
あ
る
の
み
で
、
華
夷
論
や
神
儒
論
と
の
関
係
は

殆
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
本
稿
の
結
論
を
一
部
先
取
り
し
て
言
え

ば
、
道
統
論
は
当
時
に
お
け
る
重
要
な
思
想
課
題
で
あ
り
、
華
夷
論
や
神
儒
論

が
盛
行
す
る
背
景
に
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
節
で
議
論
の
前
提
と
な
る
道
統
論
な
ど
に

つ
い
て
整
理
す
る
。
第
二
乃
至
第
四
節
で
、
林
羅
山
（
天
正
十
一
年
［
１
５
８

３
］
～
明
暦
三
年
［
１
６
５
７
］
）
と
山
崎
闇
斎
（
元
和
四
年
［
１
６
１
８
］

～
天
和
二
年
［
８
２
］
）
、
山
鹿
素
行
（
元
和
八
年
［
１
６
２
２
］
～
貞
享
二
年

［
８
５
］
）
、
そ
し
て
松
下
見
林
（
寛
永
十
四
年
［
１
６
３
７
］
～
元
禄
十
六
年

［
１
７
０
３
］
）
に
よ
る
道
統
論
や
華
夷
論
、
神
儒
論
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ

ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
経
由
の
道
統
論
が
四
人
の
華
夷
論
や
神
儒
論
な
ど

に
も
広
く
深
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
た
い
。
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第
一
節

道
統
論
と
箕
子
東
来
説

道
学
の
大
成
者
で
あ
る
南
宋
の
朱
熹
は
、
周
知
の
如
く
「
大
学
章
句
序
」（
淳

熙
十
六
年
［
１
１
８
９
］
二
月
甲
子
付
）
や
「
中
庸
章
句
序
」
（
同
年
三
月
戊

申
付
）
で
、
道
を
継
承
し
た
の
は
上
古
聖
神
の
伏
羲
、
神
農
、
黄
帝
、
帝
堯
、

帝
舜
、
夏
の
禹
王
、
殷
の
湯
王
、
周
の
文
王
、
武
王
、
周
公
、
孔
子
、
曾
参
、

子
思
、
孟
子
、
そ
し
て
千
余
年
後
の
二
程
子
な
ど
で
あ
り
、
周
末
か
ら
北
宋
ま

で
の
千
余
年
間
、
道
学
は
伝
を
失
い
晦
盲
否
塞
に
な
っ
た
、
と
の
道
統
論
を
唱

え
た
。
ま
た
、
そ
の
千
余
年
間
の
歴
朝
に
は
道
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
秦

隋
も
漢
唐
も
大
き
く
は
異
な
ら
な
い
と
も
述
べ
た
。
こ
れ
ら
を
異
国
史
に
そ
の

（
二
）

ま
ま
適
用
す
る
と
、
異
国
は
道
学
伝
来
以
前
に
未
だ
嘗
て
道
が
行
わ
れ
ず
、
す

べ
て
秦
隋
の
よ
う
な
晦
盲
否
塞
の
時
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
従
来
注
意
さ
れ
ず
に
き
た
が
、
朱
熹
の
道
統
論
は
異
国
人
の
自
国
意
識
に

と
っ
て
脅
威
と
な
り
得
る
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。

道
は
支
那
に
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
道
統
論
を
、
異
国
の
道
学
者

は
如
何
に
し
て
自
国
史
に
適
用
す
べ
き
か
。
こ
の
思
想
課
題
に
ま
ず
取
り
組
ん

だ
の
は
朝
鮮
の
道
学
者
た
ち
で
あ
り
、
後
に
邦
儒
が
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

の
も
鮮
儒
に
倣
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
の
道
学
者
た
ち
は
高
麗
以
来
、
自
国
の
上
古
に
つ
い
て
、
洪
範
を
周

の
武
王
に
授
け
た
箕
子
が
朝
鮮
に
封
じ
ら
れ
た
（
『
尚
書
』
周
書
洪
範
篇
や
『
史

記
』
宋
微
子
世
家
な
ど
）
と
い
う
箕
子
東
来
説
を
強
調
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

江
戸
前
期
に
広
く
読
ま
れ
た
徐
居
正
な
ど
『
東
国
通
鑑
』
巻
第
八
（
李
朝
成
宗

十
五
年
［
１
４
８
４
］
成
立
）
は
、
金
富
軾
『
三
国
史
記
』
巻
第
廿
二
（
高
麗

仁
宗
廿
三
年
［
１
１
４
５
］
成
立
）
か
ら
引
用
し
て
斯
く
述
べ
る
。

金
富
軾
曰
、「
玄
菟
楽
浪
、
本
朝
鮮
之
地
、
箕
子
所

レ

封
。
箕
子
教

二

其
民

一

、
、
、
、

、
、
、

、

以
二

礼
義
田
蚕
織
作

一

、
設

二

禁
八
条

一

。
〔
…
〕
此
仁
賢
之
化
也
。
而
又
天

、
、
、
、
、
、

性
柔
順
、
異

二

於
三
方

一

。
故
孔
子
悼

二

道
不

一レ

行
、
欲

下

浮
二

桴
於
海

一

以

居
上
レ

之
、
有

レ

以
也
。
〔
…
〕
」
。

ま
た
李
朝
初
期
に
撰
述
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
、
後
に
第
廿
一
代
英
祖
の
序
と
宋

時
烈
の
跋
も
付
け
ら
れ
た
幼
学
書
『
童
蒙
先
習
』
は
、
「
総
論
」
で
道
統
論
を

用
い
て
支
那
史
と
朝
鮮
史
を
叙
述
し
た
。
そ
の
朝
鮮
史
叙
述
の
冒
頭
と
末
尾
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

周
武
王
封

二

箕
子
于
朝
鮮

一

、
教

二

民
礼
義

一

。
設

二

八
条
之
教

一

、
有

二

仁、

賢
之
化

一

。
〔
…
〕
風
俗
之
美
、
侔

二

擬
中
華

一

、
華
人
称

レ

之
、
曰

二

小
中

、
、
、

、
、

華
一

。
茲
豈
非

二

箕
子
之
遺
化

一

耶
。

（
口
訣
省
略
）

、

、
、
、

、
、
、
、
、

、

こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
と
、
仁
賢
で
あ
る
箕
子
が
上
古
朝
鮮
の
民
に
礼
義
を
教
え

た
。
孔
子
が
筏
を
海
に
浮
か
べ
て
九
夷
に
居
た
い
と
漏
ら
し
た
の
も
、
ま
た
華

人
が
我
が
風
俗
の
美
を
小
中
華
と
称
え
た
の
も
、
柔
順
な
天
性
と
箕
子
の
遺
化

に
よ
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
李
朝
中
期
の
李
滉
は
、
箕
子
朝
鮮
に
あ
っ
た
も
の
は
仁
賢
の
化
だ

け
で
な
い
と
述
べ
た
。

我
東
国
、
古
被

二

仁
賢
之
化

一

、
而
其
学
無

レ

伝
焉
。〔
…
〕
若

二

吾
先
生

一

、

、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

無
二

授
受
之
処

一

、
而
自
奮

二

於
斯
学

一

。

（
「
晦
斎
李
先
生
行
状
」
、
明
宗
廿
一
年
［
１
５
６
６
］
十
月
乙
亥
付
、

『
退
渓
集
』
巻
第
四
十
九
行
状
）

我
東
方
僻

二

在
海
隅

一

、
箕
範
失

レ

伝
、
歴
世
茫
茫
。
至

二

于
麗
氏
之
末

一

、

、
、
、

、

、
、
、
、

程
朱
之
書
始
至
、
而
道
学
可

レ

明
。
入

二

于
本
朝

一

、

聖
聖
相
承
、
創

レ

業
垂

レ

統
。
其
規
模
典
章
、
大
抵
皆
斯
道
之
発
用
也
。

（
「
戊
辰
六
条
疏
」
第
四
明
道
術
以
正
人
心
条
、

宣
祖
元
年
［
１
５
６
８
］
成
立
、
同
前
巻
第
六
疏
）

我
が
東
方
国
は
古
に
仁
賢
箕
子
の
化
を
被
っ
た
。
そ
の
洪
範
の
学
は
後
世
に
伝

わ
ら
な
か
っ
た
が
、
本
朝
に
至
っ
て
道
学
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
こ
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れ
は
箕
子
朝
鮮
に
お
け
る
道
学
道
統
の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お

（
三
）

第
三
節
で
述
べ
る
如
く
、
山
崎
闇
斎
は
李
滉
の
こ
れ
ら
二
文
を
『
文
会
筆
録
』

で
引
用
し
て
い
る
。

文
禄
慶
長
の
役
に
よ
り
朝
鮮
か
ら
李
滉
な
ど
の
儒
書
が
将
来
さ
れ
、
姜
沆

な
ど
儒
者
が
捕
虜
や
使
者
と
し
て
来
日
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
で
も
道
学

へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
箕
子
東
来
説
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
っ
た
。
寛
永
廿
年
（
１
６
４
３
）
に
第
五
回
朝
鮮
通
信
使
の
副
使
と
し

（
四
）

て
来
日
し
た
趙
絅
も
、
林
羅
山
へ
の
書
翰
「
重
答
林
道
春
書
」
（
『
東
槎
録
』
）

で
斯
く
誇
っ
た
。

足
下
亦
嘗
聞

二

朝
鮮
礼
義
風
俗

一

乎
。
吾
東
在

二

三
韓
之
前

一

、
亦
一
東
夷

也
。
自

三

父
師
一
受

二

周
封

一

、
教

二

民
礼
楽

一

、
醸

二

成
中
国
之
風

一

。〔
…
〕

、

、
、
、
、

、
、

、

、
、
、
、
、

享
レ

国
千
有
余
年
、
至

二

於
我

朝
一

、

列
聖
相
承
、
滌

二

濯
麗
末
侫
仏

之
俗

一

、
以
復

二

箕
子
之
風

一

、
真
儒
輩
出
。

、

、
、
、
、

、
、
、
、

我
が
朝
鮮
は
、
三
韓
以
前
は
た
だ
の
東
夷
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
箕
子
に
よ
っ

て
中
国
の
風
が
養
わ
れ
た
。
我
が
朝
に
な
っ
て
真
儒
が
輩
出
し
た
の
も
、
箕
子

の
風
に
復
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
、
と
い
う
。

外
人
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
教
化
さ
れ
た
と
い
う
箕
子
東
来
説
は
本
来
、
朝

鮮
人
に
と
っ
て
必
ず
し
も
快
い
も
の
で
な
い
。
し
か
し
鮮
儒
た
ち
は
、
聖
人
周

武
王
の
封
建
し
た
箕
子
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
た
と
い
う
説
を
取
り
、
上
古
朝
鮮

に
お
け
る
道
統
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
た
。
も
し
鮮
儒
の
箕
子
東
来
説
と
そ
の

前
提
た
る
朱
熹
の
道
統
論
を
日
本
に
適
用
す
れ
ば
、
支
那
は
上
古
に
道
学
が
あ

り
道
が
行
わ
れ
た
中
華
で
あ
り
、
朝
鮮
は
上
古
に
道
学
が
伝
わ
り
道
が
行
わ
れ

た
小
中
華
で
あ
り
、
そ
し
て
日
本
は
晦
盲
否
塞
な
た
だ
の
夷
狄
だ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
日
本
固
有
の
道
と
さ
れ
て
き
た
神
道
に
と
っ
て
も
、
外
来
の
道
学

は
脅
威
で
あ
っ
た
。
仮
に
朱
熹
生
前
に
そ
の
門
を
日
本
人
が
訪
れ
、
神
道
に
つ

い
て
説
明
し
て
こ
れ
も
ま
た
道
か
と
問
う
た
な
ら
ば
、
朱
熹
は
決
し
て
肯
ん
じ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
に
崎
門
出
身
の
佐
藤
直
方
が
「
討
論
筆
記
」
（
元
禄

十
三
年
［
１
７
０
０
］
成
立
、『
韞
蔵
録
』
巻
第
二
論
弁
）
で
「
宇
宙
之
間
、
一

、
、
、
、

、

理
而
已
。
固
不

レ

容
レ

有
二

二
道

一

矣
。
儒
道
正
、
則
神
道
邪
。
神
道
正
、
則
儒

、
、
、

道
邪
。
〔
…
〕
豈
有

二

両
従
之
理

一

乎
」
（
四
四
～
五
頁
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、

、
、

、
、
、
、

、

道
学
と
神
道
は
本
来
両
立
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
も
し
道
学
を
正
学
と
す
れ
ば

神
道
は
邪
教
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

江
戸
前
期
に
お
い
て
、
道
統
論
は
華
夷
論
や
神
儒
論
と
も
関
連
す
る
重
要

な
思
想
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
以
降
で
は
、
こ
の
思
想
課
題
に

四
人
の
儒
者
が
そ
れ
ぞ
れ
如
何
に
取
り
組
ん
だ
か
を
検
討
す
る
。

第
二
節

林
羅
山

江
戸
前
期
の
神
代
上
古
叙
述
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
儒
者
は
、
疑

い
な
く
林
羅
山
で
あ
る
。
羅
山
は
江
戸
初
期
に
お
け
る
学
問
の
権
威
で
あ
り
、

ま
た
神
谷
勝
広
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
知
識
を
伝
播
す
る
こ
と
へ
の
強
い

意
欲
」
が
あ
っ
た
た
め
、
幅
広
い
文
献
を
数
多
く
刊
行
し
た
。
出
版
が
漸
く
盛

（
五
）

ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
当
時
、
人
々
は
羅
山
の
刊
行
し
た
漢
籍
国
書
を
読
み
、

そ
の
序
跋
本
文
に
よ
っ
て
史
観
を
養
っ
て
い
っ
た
。

第
一
項

道
統
図
と
支
那
中
国
論
、
太
伯
皇
祖
説

薙
髪
し
僧
形
と
な
っ
た
羅
山
に
は
、
当
時
か
ら
儒
者
と
し
て
不
純
だ
と
の
弾

指
が
あ
り
（
中
江
藤
樹
「
林
氏
剃
髪
受
位
弁
」
、
山
崎
闇
斎
「
世
儒
剃
髪
弁
」［
『
垂

加
文
集
』
上
之
二
］
、
同
『
大
和
小
学
』
敬
身
第
三
［
七
九
頁
］
、
同
「
弁
本
朝

綱
目
」
な
ど
）
、
今
日
で
も
そ
の
よ
う
な
評
価
が
根
強
い
。
し
か
し
、
本
人
は
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あ
く
ま
で
真
摯
な
道
学
者
を
以
て
自
任
し
て
い
た
。

羅
山
は
斯
学
闡
明
の
た
め
、
上
は
三
皇
に
始
ま
り
下
は
大
明
に
終
わ
る
道

統
伝
図
を
天
下
に
頒
布
し
（
武
田
信
成
「
道
統
小
伝
後
序
」［
寛
永
廿
一
年
［
１

（
六
）

６
４
４
］
十
月
付
、
『
道
統
小
伝
』
］
）
、
「
道
統
伝
賛
」
第
一
（
『
羅
山
林
先
生
文

集
』
巻
第
四
十
六
賛
上
）
を
作
っ
て
「
此
図
有

二

正
派
一
条

一

、
是
吾
道
統
之

、
、
、
、

伝
也
」
と
述
べ
た
。
同
図
は
非
常
に
普
及
し
た
ら
し
く
、
中
江
藤
樹
に
よ
る
模

、写
が
現
存
し
て
お
り
、
伊
藤
仁
斎
も
道
学
を
脱
す
る
前
は
毎
月
三
回
の
同
志
会

で
壁
に
掲
げ
（
「
同
志
会
式
」
［
『
古
学
先
生
文
集
』
巻
第
六
雑
著
類
］
）
、
「
歴
代

聖
賢
道
統
図
賛
」
（
同
前
巻
第
三
賛
類
）
を
作
る
な
ど
し
て
い
た
。
ま
た
、
羅

山
は
後
に
自
ら
こ
の
図
に
詞
を
付
翼
し
（
「
道
統
小
伝
序
」［
寛
永
廿
一
年
八
月
一

日
付
］
）
、
息
鵞
峰
も
増
補
し
て
『
道
統
伝
并
諸
儒
図
』
を
作
っ
た
と
い
う
（
「
書

道
統
伝
并
諸
儒
図
後
」
［
『
鵞
峰
林
学
士
文
集
』
巻
第
九
十
三
跋
一
］
）
。
羅
山
ほ

ど
道
統
を
重
ん
じ
る
邦
儒
は
、
恐
ら
く
そ
れ
以
前
に
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三
皇
乃
至
大
明
の
、
す
な
わ
ち
支
那
の
道
統
を
我
が
道
統
と
し
た
羅
山
は
、

支
那
を
中
華
と
仰
ぎ
、
日
本
上
古
の
叙
述
に
周
知
の
如
く
太
伯
皇
祖
説
を
取
っ

（
七
）

た
。
こ
れ
は
、
後
漢
時
代
に
倭
人
は
自
ら
太
伯
の
後
裔
を
称
し
て
い
た
と
い
う

『
晋
書
』
東
夷
伝
倭
人
条
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
先
行
の
中
巌
円
月
『
日
本
紀
』

で
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、
北
畠
親
房
『
神
皇
正
統
記
』
や
一
条
兼
良
『
日
本
書

紀
纂
疏
』
で
は
不
当
付
会
の
説
と
し
て
却
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
承
け
て

羅
山
は
「
神
武
天
皇
論
」
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
第
廿
五
論
下
）
で
、
伊
勢

の
神
宮
に
「
三
譲
」
の
両
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
や
、

（
八
）

西
鄙
蕞
爾
の
僻
地
へ
の
天
孫
降
臨
が
不
審
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
自
ら

牽
強
付
会
の
よ
う
だ
と
認
め
つ
つ
も
神
武
帝
は
天
神
で
な
く
太
伯
の
後
裔
だ
と

し
た
。

後
に
闇
斎
な
ど
が
弾
指
し
た
よ
う
に
、
太
伯
皇
祖
説
は
根
拠
が
薄
弱
で
あ

る
。
し
か
し
羅
山
は
、
疑
わ
し
き
を
闕
い
て
そ
の
余
り
を
言
お
う
と
せ
ず
、
牽

伊藤仁斎「歴代聖賢道統図賛」付図（『古学先生文集』巻第三、早稲田大学中央図書館蔵）
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強
付
会
の
よ
う
だ
と
自
覚
し
つ
つ
太
伯
皇
祖
説
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、

鮮
儒
の
箕
子
東
来
説
に
倣
っ
て
、
孔
子
に
「
至
徳
」
と
称
さ
れ
た
（
『
論
語
』

泰
伯
篇
第
八
）
と
い
う
太
伯
を
神
武
帝
の
祖
に
位
置
付
け
、
上
古
の
日
本
が
全

く
の
晦
盲
否
塞
で
な
か
っ
た
と
暗
示
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
塚
本
学
も

（
九
）

「
羅
山
を
ふ
く
む
何
人
か
の
儒
者
が
、
皇
祖
呉
の
太
伯
説
に
肯
定
的
で
あ
っ
た

の
も
、
中
国
に
対
す
る
劣
位
の
承
認
と
だ
け
と
る
べ
き
で
は
な
く
、
東
方
君
子

国
＝
日
本
と
い
う
主
張
に
通
じ
る
感
覚
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
指

（
一
〇
）

摘
し
て
い
る
。

た
だ
し
当
時
、
太
伯
皇
祖
説
を
取
っ
て
天
孫
降
臨
説
を
捨
て
る
こ
と
は
大

い
に
憚
ら
れ
た
た
め
、
「
神
武
天
皇
論
」
は
こ
の
よ
う
に
論
を
結
ん
で
い
る
。

孔
子
之
作

二
『
春
秋
』

一

記
用

二

周
正

一

、
其
告

二

顔
子

一

則
以

レ

行
二

夏
之
時

一

。

有
レ

公
有

レ

私
、
道
並
行
而
不

二

相
悖

一

也
。
若
使

三

余
読

二

『
日
本
紀
』

一

、

、

、
、

、

、
、
、
、
、

、
、

、

何
必
敢
為
哉
。

夏
の
暦
法
を
行
い
た
が
っ
た
孔
子
（
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
第
十
五
）
も
、『
春
秋
』

で
は
周
の
正
朔
を
用
い
た
。
公
私
で
道
が
並
行
し
て
も
相
悖
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
た
め
自
分
が
『
日
本
紀
』
を
読
む
時
も
、
敢
え
て
太
伯
皇
祖
説
を
用
い
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
石
田
一
良
は
、
「
俗
世
界
に
お
い
て
、
俗
に

従
っ
て
も
、
俗
の
心
に
な
る
の
で
は
な
い
、
外
は
俗
習
の
形
に
従
い
な
が
ら
内

に
は
儒
の
心
を
保
つ
」
と
い
う
羅
山
の
「
従
俗
の
論
理
」
に
つ
い
て
、
「
強
牽

附
会
、
面
従
腹
背
、
曲
学
阿
世
と
紙
一
重
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
。

（
一
一
）

第
二
項

神
儒
二
道
の
同
異
と
日
本
上
古
の
叙
述

羅
山
は
日
本
に
お
け
る
神
の
存
在
を
認
め
、
神
の
在
す
日
本
を
神
国
と

称
し
た
。
ま
た
、
後
に
「
儒
道
正
、
則
神
道
邪
」
（
前
掲
）
と
述
べ
た
佐
藤
直

（
一
二
）

方
と
異
な
り
、
神
道
は
易
道
す
な
わ
ち
『
周
易
』
の
道
に
相
当
す
る
と
述
べ
て
一

定
の
意
義
を
認
め
た
。

（
一
三
）

た
だ
し
、
道
学
者
羅
山
に
と
っ
て
道
と
は
す
な
わ
ち
儒
道
で
あ
り
、
儒
道

に
非
ざ
る
神
道
を
道
そ
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
前
代
以
来
の
神

（
一
四
）

儒
一
致
論
が
常
識
と
な
っ
て
い
た
当
時
、
羅
山
が
世
を
憚
り
つ
つ
公
に
示
し
た

神
儒
論
は
、
一
致
論
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
読
さ
せ
る
詭
弁
の
よ
う
な
不
一
致

論
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
「
随
筆
二
」
第
十
三
条
（
慶
長
年
間
［
１
５
９
６
～
１
６
１
５
］

成
立
、
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
第
六
十
六
）
は
次
の
よ
う
な
問
答
を
載
せ
て

い
る
。或

問
、
「
神
道
与

二

儒
道

一

、
如
何
別

レ

之
」
。
曰
、
「
自

レ

我
観

レ

之
、
理
一

、
、
、

、
、

、
、

而
已
矣
、
其
為
異
耳
。
〔
…
〕
」
。
曰
、
「
『
日
本
紀
』
神
代
書
与

二

周
子
『
太

、
、
、

、
、
、
、

極
図
説
』

一

、
相
表
裏
否
」
。
曰
、
「
我
未

レ

知
。
嗚
呼
、
王
道
一
変
至

二

於

神
道

一

、
神
道
一
変
至

二

於
道

一

。
道
吾
所
謂
儒
道
也
、
非

二

所
謂
外
道

一

也
。

、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、

〔
…
〕
」
。

神
道
と
我
が
儒
道
は
理
が
一
に
し
て
為
が
異
な
る
。
前
者
が
一
変
す
れ
ば
後
者

に
至
る
、
と
い
う
。
こ
の
神
儒
二
道
の
理
一
為
異
は
明
ら
か
に
、
草
木
は
一
箇

の
道
理
だ
が
桃
と
李
の
異
な
り
が
あ
る
（
『
朱
子
語
類
』
巻
第
六
第
性
理
三
仁

義
礼
智
等
名
義
、
二
四
〇
頁
）
と
い
う
理
一
分
殊
の
論
理
を
転
用
し
た
詭
弁
で

あ
り
、
神
道
と
儒
道
は
同
じ
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
も
同
然
で
あ
る
。
ま
た
、

神
道
が
一
変
す
れ
ば
儒
道
に
至
る
と
は
、
一
変
し
な
け
れ
ば
神
道
は
儒
道
で
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
一
五
）

同
じ
よ
う
に
、
『
神
道
伝
授
鈔
』
（
正
保
元
年
［
１
６
４
４
］
成
立
か
）
と

徳
川
直
義
に
代
わ
っ
て
著
し
た
「
神
祇
宝
典
序
」（
正
保
三
年
［
１
６
４
６
］
二

月
一
日
付
）
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
あ
る
。

即
是
儒
道
の
中
に
神
道
を
兼
た
り
。

（
『
神
道
伝
授
鈔
』
雄
元
雌
元
条
）

嗚
呼
、
神
意
人
心
本
是
一
理
。
以

レ

器
而
言

レ

之
、
剣
璽
鏡
也
。
以

レ

道
言

レ
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之
、
勇
信
知
也
。〔
…
〕
若
拡

二

充
之

一

、
雖

二

堯
舜
禹
之
咨
命

一

、
亦
何
不

レ

、
、

、
、

追
二

尋
之

一

乎
。
即
是
王
道
也
、
儒
道
也
、
聖
賢
之
道
也
。

、
、
、

、
、
、
、
、（

「
神
祇
宝
典
序
」
）

儒
道
は
神
道
を
兼
ね
て
い
る
。
ま
た
、
三
種
神
器
の
象
徴
す
る
も
の
は
勇
信
知

の
三
徳
で
あ
り
、
こ
れ
を
拡
充
す
れ
ば
儒
道
に
な
る
、
と
い
う
。
神
道
が
儒
道

に
兼
ね
ら
れ
て
お
り
、
神
道
が
拡
充
さ
れ
て
儒
道
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
神
道

は
儒
道
の
一
部
で
し
か
な
く
、
儒
道
と
重
な
る
も
の
の
同
じ
で
な
い
こ
と
に
な

る
。土

田
健
次
郎
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
闇
斎
に
つ
い
て
、
「
彼
は
大
変
に
朱
子

学
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
分
、
逆
に
朱
子
学
と
神
道
と
い
う
の
を
安
直

に
く
っ
つ
け
る
と
い
う
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
節
が
あ

」
る
と
指
摘
す
る
。

（
一
六
）

し
か
し
闇
斎
以
上
に
、
羅
山
は
神
儒
二
道
の
峻
別
を
徹
底
し
て
い
た
。
そ
の
峻

（
一
七
）

別
は
、
特
定
少
数
の
聖
賢
だ
け
が
知
っ
て
い
た
道
以
外
は
道
で
な
い
と
す
る
道

統
論
に
由
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
羅
山
は
、
望
ん
で
し
た
こ
と
で
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
本

朝
神
社
考
序
」
（
成
立
時
期
未
詳
）
で
道
統
論
を
日
本
の
神
代
上
古
叙
述
に
転

用
し
た
。

夫
本
朝
者
神
国
也
。
神
武
帝
継

レ

天
建

レ

極
已
来
、
相
続
相
承
皇
緒
不

レ

絶
、

、
、
、
、

、
、

、

王
道
惟
弘
。
是
我
天
神
之
所

レ

授
道
也
。
中
世

微
、
仏
氏
乗

レ

隙
、
移

二

𥧲

彼
西
天
之
法

一

、
変

二

吾
東
域
之
俗

一

、
王
道
既
衰
、
神
道
漸
廃
。

本
朝
は
神
国
で
あ
り
、
神
武
帝
が
天
に
継
ぎ
極
を
建
て
て
以
来
、
天
神
の
授
け

た
王
道
が
弘
ま
っ
た
。
し
か
し
中
世
に
な
る
と
、
仏
氏
が
隙
に
乗
じ
て
西
天
の

法
を
移
し
た
た
め
、
王
道
は
既
に
衰
え
神
道
は
漸
く
廃
れ
た
、
と
い
う
。

こ
こ
で
所
謂
「
神
武
帝
継

レ

天
建

レ

極
」
は
、
朱
熹
の
「
蓋
自

二

上
古
聖
神
継

レ

天
立

一
レ

極
、
而
道
統
之
伝
有

二

自
来

一

矣
」
（
「
中
庸
章
句
序
」
）
を
出
典
と
し
、

異
端
老
仏
に
よ
っ
て
真
理
が
乱
さ
れ
道
統
が
絶
え
た
と
す
る
道
統
論
が
転
用
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
羅
山
が
言
お
う
と
し
た
の
は
恐
ら
く
、
日
本
の
神

武
帝
は
支
那
の
上
古
聖
神
と
全
く
同
じ
よ
う
に
天
に
継
ぎ
極
を
立
て
た
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
不
完
全
か
完
全
か
の
相
違
は
あ
っ
て
も
両
者
は
と
も
に
天
に
継

ぎ
極
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

羅
山
は
晩
年
、
支
那
歴
代
の
史
書
や
詩
文
、
小
説
に
見
え
る
日
本
の
事
跡

を
標
出
し
て
『
日
本
考
』
四
巻
を
作
り
、
ま
た
朝
鮮
の
『
東
国
通
鑑
』
や
『
東

文
選
』
に
見
え
る
日
本
の
事
跡
を
標
出
し
、
倭
韓
の
詩
文
書
翰
贈
答
を
併
記
し

て
『
朝
鮮
考
』
一
巻
を
作
っ
た
と
い
う
（
「
日
本
考
序
」［
『
羅
山
林
先
生
文
集
』

巻
第
四
十
八
序
上
］
、「
朝
鮮
考
序
」［
同
前
］
）
。
両
書
は
そ
の
題
名
か
ら
し
て
、

巻
第
二
百
卅
占
度
載
度
四
十
二
四
夷
八
以
下
に
「
日
本
考
」
が
、
巻
第
二
百
卅

九
占
度
載
度
五
十
四
夷
十
七
に
「
朝
鮮
考
」
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
ま
た
日
本
人

を
「
倭
夷
」（
巻
第
二
百
卅
一
、
一
七
ウ
）
な
ど
と
貶
称
す
る
明
の
茅
元
儀
『
武

備
志
』（
天
啓
元
年
［
１
６
２
１
］
刊
行
）
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

史
書
の
記
事
に
よ
っ
て
、
日
本
人
は
夷
狄
で
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
両
書
は
明
暦
三
年
（
１
６
５
７
）
の
大
火
で
焼
失
し
、

直
後
に
羅
山
は
失
意
の
ま
ま
世
を
去
っ
た
。

第
三
節

山
崎
闇
斎

次
に
本
節
で
は
、
江
戸
前
期
最
高
の
道
学
者
と
も
さ
れ
る
山
崎
闇
斎
を
取

り
上
げ
る
。
自
撰
「
山
崎
家
譜
」
（
『
垂
加
草
』
巻
第
卅
譜
）
に
よ
れ
ば
、
闇
斎

の
祖
父
は
古
筆
の
三
社
託
宣
一
幅
を
崇
重
し
て
朝
夕
に
誦
し
、
拝
覧
の
時
は
必

ず
盥
漱
し
て
道
服
を
着
て
か
ら
掛
け
て
い
た
。
こ
の
一
幅
は
父
に
、
そ
し
て
闇

斎
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
敬
神
の
家
風
は
、
廿
五
歳
で
道
学
者
と
な
っ
て

（
「
闢
異
」
自
跋
）
か
ら
も
、
闇
斎
の
華
夷
論
や
神
儒
論
に
影
響
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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第
一
項

神
儒
妙
契
論

闇
斎
が
卅
八
歳
で
作
り
神
宮
の
神
徳
を
讃
え
た
「
伊
勢
太
神
宮
儀
式
序
」（
明

暦
元
年
［
１
６
５
５
］
十
二
月
九
日
付
、
『
垂
加
草
』
巻
第
十
序
）
に
は
、
次

の
如
く
あ
る
。

伊
弉
諾
尊
伊
弉
冉
尊
、
継

レ

神
立

レ

柱
、
始
行

二

夫
婦
之
道

一

、
生

二

天
照
皇

、

、
、

、

太
神

一

。
〔
…
〕
在
昔
祭
祀
之
盛
、
洋
洋
乎
。
中
葉
漸
衰
、
胡
仏
入
来
、

、
、
、
、

、
、
、
、

神
道
愈
廃
、
王
道
愈
弛
。

諾
冉
二
尊
は
神
を
継
ぎ
柱
を
立
て
、
は
じ
め
て
夫
婦
の
道
を
行
っ
て
天
照
大
神

を
生
ん
だ
。
そ
し
て
上
古
は
祭
祀
が
洋
洋
乎
と
し
て
盛
ん
だ
っ
た
が
、
中
葉
に

な
っ
て
漸
く
衰
え
、
胡
仏
が
伝
来
し
て
神
道
王
道
は
い
よ
い
よ
廃
れ
弛
ん
で
い

っ
た
、
と
い
う
。
闇
斎
は
こ
の
四
年
前
の
慶
安
四
年
（
１
６
５
１
）
に
「
世
儒

剃
髪
弁
」
（
前
掲
）
を
著
わ
し
、
暗
に
羅
山
を
「
世
儒
」
「
小
人
」
と
誹
っ
て

い
た
。
し
か
し
こ
の
序
で
は
、
朱
熹
「
中
庸
章
句
序
」
と
と
も
に
羅
山
「
本
朝

神
社
考
序
」
の
「
神
武
帝
継

レ

天
建

レ

極
〔
…
〕
。
〔
…
〕
中
世

微
、
仏
氏
乗

レ

𥧲

隙
、
移

二

彼
西
天
之
法

一

、
変

二

吾
東
域
之
俗

一

、
王
道
既
衰
、
神
道
漸
廃
」
（
前

掲
）
が
援
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
。

以
後
も
神
宮
に
参
詣
し
て
詩
を
賦
す
る
な
ど
し
た
闇
斎
は
、
晩
年
神
道
に

傾
倒
し
て
い
き
、
垂
加
神
道
を
唱
え
る
に
至
る
。
土
田
健
次
郎
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
道
学
は
本
来
「
神
秘
的
要
素
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
傾
向
の
も
の
で
あ
」

り
、
「
朱
子
学
の
純
粋
化
に
あ
れ
ほ
ど
の
情
熱
を
傾
け
た
闇
斎
が
、
な
ぜ
神
道

に
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
定
論
と
い
う
も
の
が
な
い
」
。

（
一
八
）

し
か
し
土
田
だ
け
で
な
く
先
行
研
究
に
は
、
も
し
道
統
論
を
徹
底
す
れ
ば
神
道

は
邪
教
に
、
日
本
は
邪
教
を
奉
ず
る
夷
狄
の
国
に
そ
れ
ぞ
れ
転
落
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
へ
の
認
識
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
見
え
て
な
ら
な
い
。

恐
ら
く
闇
斎
は
神
道
と
日
本
を
擁
護
す
る
た
め
、
神
道
は
道
学
と
妙
契
し
、

日
本
の
神
代
上
古
は
晦
盲
否
塞
で
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
土
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
闇
斎
が
意
外
な
ほ
ど
理
を
神
と
明
言
す

（
一
九
）

る
例
が
少
な
い
」
こ
と
も
、
神
道
の
神
を
道
学
の
理
で
な
く
聖
人
と
一
致
さ
せ

（
二
〇
）

よ
う
と
し
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

闇
斎
は
五
十
歳
の
時
に
作
っ
た
「
洪
範
全
書
序
」（
寛
文
七
年
［
１
６
６
７
］

九
月
九
日
付
）
と
翌
年
の
「
二
程
治
教
録
序
」
（
八
年
六
月
十
五
日
付
）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

河
出

レ

図
、
洛
出

レ

書
、
伏
羲
則

レ

図
作

レ

易
、
大
禹
則

レ

書
叙

レ

範
。
〔
…
〕

斯
道
也
、
朝
鮮
之
所

レ

宜
レ

伝
、
而
李
退
渓
嘆

レ

失
二

其
伝

一

也
。
我

倭
開
国
之
古
、
伊
弉
諾
尊
伊
弉
冉
尊
奉

二

天
神
卜
合
之
教

一

、
順

二

陰
陽
之

理
一

、
正

二

彝
倫
之
始

一

。
蓋
宇
宙
唯
一
理
、
則
神
聖
之
生
雖

二

日
出
処
日

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

没
処
之
異

一

、
然
其
道
自
有

二

妙
契
者

一

存
焉
。
是
我
人
所

レ

当
二

敬
以
致

一レ

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、

思
也
。

（
「
洪
範
全
書
序
」
）

孟
子
伝

二

孔
子
之
道

一

、
而
告

二

人
牧

一

則
必
以

二

帝
王
治
教
之
法

一

。
逮

二

其
没

一

、
而
其
伝
泯
焉
。
漢
唐
之
間
、
若

二

明
帝

一

若
二

太
宗

一

、
雖

レ

有
二

、
、
、
、

治
之
功

一

雖
レ

有
二

教
之
迹

一

、
而
不

レ

髣
二

髴
乎
堯
舜
之
世

一

也
。
〔
…
〕
抑

、

、

、
、
、
、
、
、

、

我、神
代
之
古
也
、
猶

二

三
皇
之
世

一

也
。

、
、
、
、

神
武
之
皇
図
也
、
猶

二

唐
堯
之
放
勲

一

也
。

（
「
二
程
治
教
録
序
」
）

、
、
、
、
、

宇
宙
に
理
は
一
つ
し
か
な
い
た
め
、
地
に
東
西
の
異
な
り
が
あ
っ
て
も
神
聖
は

同
じ
く
生
れ
る
。
諾
冉
二
尊
は
陰
陽
の
理
に
順
い
彝
倫
の
始
め
を
正
し
、
そ
の

道
は
自
ら
妙
契
す
る
。
我
が
神
代
の
古
は
三
皇
の
世
の
よ
う
な
も
の
で
、
神
武

帝
は
帝
堯
の
よ
う
な
も
の
だ
。
支
那
で
は
周
末
に
道
統
の
伝
が
失
わ
れ
た
た
め
、

漢
唐
の
間
は
堯
舜
の
世
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
朝
鮮
に
も
道
学
は
あ
っ
た

が
、
李
滉
が
歎
い
た
よ
う
に
そ
の
伝
は
失
わ
れ
た
、
と
い
う
。

（
二
一
）
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こ
の
時
期
の
文
献
で
は
、
何
故
諾
冉
二
尊
の
行
い
が
聖
人
の
道
を
体
す
る

も
の
だ
っ
た
と
言
い
得
る
の
か
、
ま
た
何
故
神
武
帝
は
帝
堯
の
よ
う
だ
っ
た
と

言
い
得
る
の
か
に
つ
い
て
、
論
証
ら
し
い
論
証
が
な
い
。
殆
ん
ど
の
先
行
研
究

で
は
、
闇
斎
は
心
の
問
題
を
探
求
し
た
結
果
と
し
て
神
道
に
傾
倒
し
、
神
を
聖

人
に
擬
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
恐
ら
く
実
際
に

（
二
二
）

は
そ
の
逆
で
、
闇
斎
は
当
時
、
神
道
は
聖
人
の
よ
う
な
存
在
の
教
え
で
あ
り
、

日
本
に
も
道
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
い
と
い
う
欲
求
や
問
題
意
識
が
す

で
に
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
た
め
の
論
理
を
未
だ
発
見
で
き
ず
に
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

第
二
項

土
金
の
伝
と
万
国
中
国
論

闇
斎
『
文
会
筆
録
』
巻
第
八
之
二
書
（
『
垂
加
草
』
巻
第
十
八
）
で
は
、
支

那
朝
鮮
の
諸
書
か
ら
日
本
朝
鮮
の
事
跡
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
朝
鮮
に
つ

い
て
は
、
前
々
節
で
引
用
し
た
も
の
な
ど
の
箕
子
東
来
説
に
関
連
す
る
箇
所
が

中
心
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
闇
斎
が
こ
れ
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。
ま
た
同
巻
で
闇
斎
は
、
日
本
の
万
世
一
系
天
壌
無
窮
に
つ
い
て
「
六
合

之
間
、
載
籍
之
伝
、
訳
説
之
通
、
所

レ

未
二

曾
見
聞

一

也
」
（
三
七
三
頁
）
と
特

筆
し
て
い
る
。

し
か
し
朝
鮮
日
本
の
諸
儒
と
異
な
り
、
闇
斎
は
支
那
か
ら
の
賢
人
渡
来
や

風
俗
称
美
だ
け
で
な
く
、
皇
統
の
万
世
一
系
さ
え
も
自
国
擁
護
の
根
拠
と
し
て

用
い
な
か
っ
た
。
闇
斎
が
探
し
求
め
た
も
の
は
、
事
件
よ
り
も
論
理
で
あ
る
。

闇
斎
の
理
解
で
は
、
敬
こ
そ
が
聖
人
道
統
の
心
法
で
あ
り
、
ま
た
伏
羲
の

時
は
未
だ
文
字
が
な
か
っ
た
も
の
の
無
名
の
敬
が
あ
っ
た
と
い
う
（
『
大
和
小

（
二
三
）

学
』
敬
身
第
三
［
七
一
～
二
頁
］
、
『
敬
斎
箴
講
義
』
［
八
〇
頁
］
な
ど
）
。
こ
の

論
理
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
敬
と
名
付
け
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
れ
と
同
じ

心
法
が
神
道
に
あ
れ
ば
日
本
に
も
道
学
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
闇
斎

は
、
寛
文
十
一
年
（
１
６
７
１
）
冬
に
吉
田
神
道
の
伝
を
聞
い
て
同
年
十
一
月

廿
二
日
に
「
垂
加
霊
社
」
の
号
を
蒙
る
（
「
山
崎
家
譜
」
）
と
、
翌
廿
三
日
付
の

「
藤
森
弓
兵
政
所
記
」
（
『
垂
加
草
』
巻
第
六
記
）
と
三
年
ほ
ど
後
の
「
土
津
霊

神
碑
」
（
同
前
巻
第
廿
七
碑
）
で
、
土
が
締
ま
っ
て
金
が
生
ま
れ
る
と
い
う
吉

田
神
道
の
土
金
の
伝
を
、
ツ
ツ
シ
ム
す
な
わ
ち
道
学
の
敬
に
付
会
し
た
。

（
二
四
）

夫
我
神
道
宗
源
在

二

于
土
金

一

、
而
其
伝
悉
備

二

於
此
書
〔
『
日
本
書
紀
』

…
引
用
者
註
〕

一

。
〔
…
〕
此
倭
語
「
土
地
之
味
」
「
土
地
之
務
」
之
謂
、

ツ

ツ

シ

ミ

ツ

ツ

シ

ム

所
三

以
訓

二

「
敬
」
字

一

也
。

（
「
藤
森
弓
兵
政
所
記
」
）

夫
我
神
国
伝
来
唯
一
宗
源
之
道
在

二

乎
土
金

一

、
而
土
即
敬
也
。
蓋
土
与

レ

敬
、
倭
訓
相
通
。

（
「
土
津
霊
神
碑
」
）

神
道
と
は
土
金
で
あ
り
道
学
と
は
敬
で
あ
り
、
両
者
は
相
通
じ
る
、
と
い
う
。

日
本
に
も
道
統
が
あ
っ
た
と
暗
示
し
た
か
っ
た
闇
斎
は
、
こ
の
年
は
じ
め
て
土

金
と
い
う
根
拠
を
得
て
、
こ
れ
を
敬
に
付
会
し
た
。

（
二
五
）

同
じ
時
期
、
闇
斎
は
『
程
書
抄
略
』
巻
上
（
延
宝
元
年
［
１
６
７
３
］
自

序
）
で
、
程
頤
の
「
無

二

適
而
不

一レ

為
レ

中
」
（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
二
上
二

先
生
語
二
上
、
三
六
頁
）
す
な
わ
ち
地
に
不
易
の
中
は
な
い
と
い
う
語
に
つ
い

て
「
尤
有

レ

理
」
と
し
、
朱
熹
が
こ
れ
を
非
と
し
た
こ
と
を
「
却
可

レ

疑
」
と

し
た
（
六
オ
）
。
ま
た
、
『
文
会
筆
録
』
巻
第
八
之
二
書
で
も
程
頤
の
語
を
「
至

極
之
言
」
（
三
七
四
頁
）
と
し
、
斯
く
述
べ
た
。

中
国
之
名
、
各
国
自
言
、
則
我
是
中
而
四
外
夷
也
。
是
故
我
曰

二

豊
葦
原

中
国

一

、
亦
非

レ

有
二

我
之
得
私

一

也
。

（
三
七
三
頁
）

各
国
そ
れ
ぞ
れ
が
中
国
だ
か
ら
、
日
本
が
豊
葦
原
中
国
を
自
称
す
る
こ
と
は
私

意
に
よ
る
も
の
で
な
い
、
と
い
う
。
そ
の
た
め
支
那
や
日
本
だ
け
で
な
く
、
す

べ
て
の
国
が
そ
の
国
人
に
と
っ
て
中
国
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
闇
斎
の
主
張

（
二
六
）

は
、
日
支
両
国
だ
け
で
な
く
日
支
朝
な
ど
万
国
が
対
等
だ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
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た
。

第
四
節

山
鹿
素
行
と
松
下
見
林

本
論
最
後
の
本
節
で
は
、
元
道
学
者
の
山
鹿
素
行
と
道
学
系
儒
医
の
松
下

見
林
を
取
り
上
げ
る
。

第
一
項

素
行
と
日
本
中
国
論

素
行
は
当
初
羅
山
に
就
い
て
道
学
を
学
ん
だ
が
、
後
年
そ
こ
に
日
用
卑
近

か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
弊
を
見
出
し
、
漢
唐
宋
明
の
諸
儒
を
排
斥
し
て
周

公
孔
子
の
道
に
復
ろ
う
と
し
た
。
劉
長
輝
が
「
学
問
の
日
用
実
践
性
を
重
視
す

る
こ
と
が
素
行
の
諸
教
法
に
対
す
る
取
捨
選
択
の
基
準
と
な
り
、
そ
の
取
捨
選

択
の
結
果
が
、
彼
の
「
道
統
」
観
の
原
形
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘

（
二
七
）

し
た
よ
う
に
、
日
用
を
重
ん
じ
た
素
行
の
論
鋒
は
道
統
論
に
も
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

道
学
脱
却
の
宣
言
書
で
も
あ
る
『
聖
教
要
録
』
三
巻
（
寛
文
五
年
［
１
６

６
５
］
他
序
）
の
巻
上
道
統
章
で
、
素
行
は

孔
子
没
而
聖
人
之
統
殆
尽
。
〔
…
〕
道
統
之
伝
、
至

レ

宋
竟
泯
没
。
〔
…
〕

唯
朱
元
晦
、
大

二

功
聖
経

一

。
然
不

レ

得
レ

超
二

出
余
流

一

。

（
九
六
頁
）

と
述
べ
、
道
統
は
宋
代
に
再
び
継
が
れ
た
の
で
な
く
全
く
尽
き
た
と
い
う
新
た

な
道
統
論
を
示
し
た
。
こ
れ
は
邦
儒
が
道
学
の
道
統
論
を
弾
指
し
た
早
い
例

（
二
八
）

の
一
つ
で
あ
る
。

嘗
て
「
唯
中
華
正

二

四
時
之
気
候

一

、
日
月
星
宿
、
其
所

レ

禀
以
正
、
故
人
物

、
、

恒
秀
。
朝
鮮
次

レ

之
、
本
朝
次

レ

之
」
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
第
四
十
聖
学
八
天
地

、
、

、
、

「
弁
或
問
地
」
条
、
二
七
四
頁
）
と
述
べ
、
日
本
は
支
那
朝
鮮
に
及
ば
な
い
と

し
て
い
た
素
行
も
、『
聖
教
要
録
』
か
ら
四
年
後
に
周
知
の
如
く
『
中
朝
事
実
』
二

巻
（
寛
文
九
年
［
１
６
６
９
］
十
一
月
自
序
）
を
著
わ
し
、
日
本
こ
そ
が
中
国

だ
と
し
た
。
ま
た
明
ら
か
に
亡
師
羅
山
の
「
神
武
天
皇
論
」
を
意
識
し
つ
つ
、

太
伯
皇
祖
説
を
唱
え
る
者
に
つ
い
て
「
章
句
之
儒
」
（
或
疑
第
二
条
、
二
二
〇

頁
）
や
「
腐
儒
」
（
同
第
八
条
、
二
二
四
頁
）
と
痛
罵
し
た
。

同
書
で
は
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
文
を
正
文
と
し
て
掲
げ
、
日
本
の
神
代
上

古
の
神
や
帝
は
道
を
体
し
て
い
た
と
牽
強
付
会
の
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
力
説

す
る
。
こ
れ
は
支
那
だ
け
に
道
が
行
わ
れ
た
と
す
る
道
統
論
へ
の
強
烈
な
反
駁

で
あ
る
。

し
か
し
、
神
書
国
史
の
正
文
を
儒
学
理
論
で
註
釈
す
る
『
中
朝
事
実
』
は
、
一

見
す
る
と
日
本
が
主
で
支
那
が
従
と
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
前
者
の
正
し
さ
は
後
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
セ
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
神
聖
は
支
那
の
聖
神
と
同
じ
だ
っ
た
か
ら
正
し
か
っ

た
と
い
う
論
証
で
は
、
正
し
さ
の
根
拠
を
支
那
に
求
め
る
と
い
う
「
一
種
の

矛
盾
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
同
書
に
は

（
二
九
）凡

外
朝
三
皇
五
帝
禹
湯
文
武
周
公
孔
子
之
大
聖
、
亦
与

二

中
州
往
古
之

神
聖

一

、
其
揆
一
也
。

（
巻
上
神
教
章
、
一
三
八
頁
）

自
二

神
聖
継

レ

天
立

一レ

極
爾
来
、〔
…
〕
皇
統
連
綿
、
与

二

天
壌

一

無
レ

窮
。

（
巻
下
礼
儀
章
、
一
八
五
頁
）

神
聖
継

レ

天
建

レ

極
、
非

レ

不
レ

在
二

修
レ

身
崇

レ

徳
之
道

一

矣
。

（
巻
下
或
疑
第
九
条
、
二
二
四
頁
）

と
い
う
、
や
は
り
朱
熹
「
中
庸
章
句
序
」
と
羅
山
「
本
朝
神
社
考
序
」
を
襲
っ

た
文
が
あ
る
。
そ
の
た
め
素
行
は
、
道
学
の
道
統
論
を
弾
指
し
つ
つ
も
完
全
に

は
脱
却
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
素
行
に
よ
れ
ば
、
神
代
上
古
の
神
や
帝
は
た
だ
当
時
に
道
を
行
っ
た
だ

け
で
な
く
、
後
世
に
教
え
を
垂
れ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
「

中
州

神
聖
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之
学
原
、
著

二

明
于
往
古

一

、
而
万
世
足

二

以
法

一レ

之
也
」
（
巻
上
神
教
章
、
一

三
八
頁
）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
聖
学
の
淵
源
は
往
古
に
あ
る
と

さ
れ
る
。
跋
で
、
漢
籍
が
伝
来
し
た
り
仏
教
が
熾
盛
に
な
っ
た
り
し
て
神
聖
の

（
三
〇
）

道
が
明
ら
か
で
な
く
な
っ
た
た
め
、
本
書
で
仁
徳
朝
以
降
は
そ
の
最
た
る
も
の

だ
け
を
挙
げ
た
、
と
し
て
い
る
。

（
三
一
）

第
二
項

見
林
の
日
本
小
中
華
論

嘗
て
儒
医
の
古
林
見
宜
は
、
国
史
を
読
ん
で
神
国
日
本
は
万
国
に
冠
た
り

と
信
じ
、
晩
年
は
道
学
書
を
常
に
読
ん
で
、
門
弟
た
ち
に
儒
学
と
国
史
を
兼
学

さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
高
弟
が
見
林
で
あ
っ
た
。

（
三
二
）

見
林
は
貨
殖
に
長
け
て
家
が
富
饒
で
あ
っ
た
た
め
、
毎
年
人
を
長
崎
に
遣

わ
し
て
舶
来
書
籍
を
購
求
さ
せ
、
蔵
書
は
殆
ん
ど
十
万
巻
と
な
り
、
そ
の
借
覧

を
請
う
者
が
あ
れ
ば
親
疎
を
分
か
た
ず
愛
吝
の
色
な
く
許
し
た
と
い
う
（
東
条

琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
巻
第
三
松
下
見
林
伝
。
以
下
、「
見
林
伝
」
と
略
す
）
。

こ
の
よ
う
に
厖
大
な
情
報
を
集
積
し
、
整
理
し
、
公
開
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢

は
羅
山
の
そ
れ
に
近
い
。
本
項
で
取
り
上
げ
る
三
書
も
、
た
ま
た
ま
刊
行
さ
れ

た
の
で
な
く
、
当
初
か
ら
刊
行
目
的
で
執
筆
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

見
林
の
編
著
は
数
多
い
が
、
そ
の
代
表
作
と
す
べ
き
は
、
異
邦
の
文
献
に

お
け
る
日
本
関
連
記
事
を
採
集
し
た
元
禄
六
年
（
１
６
９
３
）
刊
行
の
大
著
『
異

称
日
本
伝
』
三
巻
で
あ
ろ
う
。
見
林
伝
に
よ
れ
ば
、
そ
の
編
纂
に
は
卅
余
年
が

費
や
さ
れ
た
と
い
う
。
刊
行
五
年
前
の
元
年
九
月
己
亥
付
の
「
異
称
日
本
伝
序
」

に
は
「
粤
若
稽
、

大
日
本
国
者

神
霊
所

レ

扶
。
自

二

開
闢

一

神
聖
出
、
而

、
、
、
、
、

、
、
、

、

崇
二

尚
其
道

一

、
神

二

明
其
位

一

、
拓

レ

土
貽

レ

統
」
と
あ
り
、
撰
述
の
背
景
に
神

国
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
同
書
巻
上
一
で
は
、
羅
山
と

異
な
り
『
晋
書
』
の
太
伯
皇
祖
説
を
付
会
の
説
と
し
て
却
け
て
い
る
。

見
林
伝
に
よ
れ
ば
、
見
林
は
当
時
の
学
者
が
漢
籍
に
明
る
い
も
の
の
国
史

に
暗
く
、
本
を
知
ら
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
後
進
を
誘
掖
し
た
と
い
う
。
た
だ

し
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
見
林
の
場
合
は
、
日
本
の
史
料

が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
に
は
外
国
史
料
を
使
用
し
、
日
本
史
料
と
外
国
史
料
と

が
矛
盾
す
る
場
合
に
は
日
本
史
料
の
方
を
優
先
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
立
場
に
た
っ
て
編
集
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
否

め
な
い
」
。

（
三
三
）

『
異
称
日
本
伝
』
の
編
纂
中
で
あ
っ
た
ろ
う
寛
文
十
一
年
（
１
６
７
１
）
、

見
林
は
『
学
原
』
一
巻
を
刊
行
し
て
漢
籍
初
伝
や
漢
呉
両
音
、
真
仮
両
字
、
漢

詩
和
歌
、
学
校
釈
奠
な
ど
日
本
の
初
期
学
問
史
を
略
述
し
た
。
神
代
や
神
国
へ

の
言
及
が
な
い
こ
と
は
、
神
国
意
識
の
強
い
見
林
の
書
と
し
て
不
審
で
あ
り
、

起
筆
の
動
機
や
書
名
の
由
来
な
ど
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
髣
髴
す
べ

き
は
、
二
年
前
に
「

中
州

神
聖
之
学
原
、
著

二

明
于
往
古

一

、
而
万
世
足

二

、
、

以
法

一レ

之
也
」
（
前
掲
）
と
主
張
し
、
仁
徳
朝
以
降
は
そ
の
最
た
る
も
の
し
か

挙
げ
な
か
っ
た
素
行
『
中
朝
事
実
』
で
あ
ろ
う
。
見
林
『
学
原
』
は
、
そ
の
不

足
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

た
だ
し
見
林
の
日
本
理
解
は
、
中
国
と
し
た
素
行
や
万
国
に
冠
た
り
と
信

じ
た
師
の
見
宜
と
異
な
っ
て
い
た
。
「
異
称
日
本
伝
序
」
で
も
、
神
国
日
本
の

位
置
付
け
は
「
傑

二

於
百
派
千
流
朝
宗
之
中

一

。
中
華
以
為
、
「
礼
義
之
国
、
質

、
、

直
有

二

雅
風

一

」
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
支
那
を
中
華
と
し
て
い
る
。
見
林
の

（
三
四
）

対
抗
意
識
は
支
那
よ
り
も
朝
鮮
へ
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
を
中
華
の
次
席
に
着

か
せ
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
三
五
）

見
林
の
神
儒
論
が
最
も
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
異
称
日
本
伝
』
と

同
じ
元
禄
六
年
、
朝
鮮
の
『
童
蒙
先
習
』
か
ら
「
総
論
」
後
半
の
朝
鮮
略
史
を

削
り
日
本
略
史
を
加
え
て
刊
行
し
た
、『
神
国
童
蒙
先
習
』
で
あ
る
。
そ
の
「
神

国
童
蒙
先
習
序
」
（
同
年
五
月
壬
申
付
）
で
は
斯
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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我神
代
、
以

二

神
道

一

設
レ

教
、
以

二

神
器

一

象
二

神
道

一

。
〔
…
〕
此
時
未

レ

有
二

文
字

一

。
然
其
神
理
先

レ

天
不

レ

違
、
黙

二

契
中
華
聖
人
之
旨

一

。

、
、
、
、

、
、

、

、

、
、
、
、
、
、
、

我
が
神
代
で
は
神
器
に
よ
っ
て
神
道
が
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
神
理
は
天
に
先
ん

じ
て
こ
れ
に
違
わ
ず
、
中
華
聖
人
の
旨
に
黙
契
す
る
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
。

こ
こ
で
所
謂
「
先

レ

天
不

レ

違
、
黙

二

契
中
華
聖
人
之
旨

一

」
の
出
典
は
、
朱
熹

『
周
易
本
義
』
文
言
伝
第
七
の
「
「
先

レ

天
不

レ

違
」
、
謂

二

意
之
所

レ

為
、
黙
与

レ

道
契

一

」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
林
は
日
本
神
道
と
支
那
道
学
の
黙
契
を
主
張
し
、
神
国
論

と
道
統
論
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
論
理
は
、
朝
鮮
の
小
中
華
論
を
転

用
し
た
日
本
型
小
中
華
論
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

結
語

以
上
本
稿
で
は
、
神
代
上
古
の
叙
述
に
着
目
し
て
、
江
戸
前
期
の
道
統
論

と
華
夷
論
、
神
儒
論
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

文
禄
慶
長
の
役
以
後
、
朝
鮮
か
ら
儒
書
や
儒
者
が
渡
っ
て
く
る
と
、
日
本

で
も
道
学
へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
朱
熹
の
道
統
論
や
鮮
儒
の
箕
子
東

来
説
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
日
本
に
適
用
す
る

と
、
神
道
は
邪
教
で
あ
り
日
本
は
夷
狄
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

道
学
者
で
あ
る
林
羅
山
は
支
那
を
中
国
と
し
、
三
皇
乃
至
大
明
の
道
統
を

我
が
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
箕
子
東
来
説
に
倣
っ
て
太
伯
皇
祖
説
を
取
り
、
日

本
も
朝
鮮
と
同
じ
く
上
古
に
賢
人
の
化
が
あ
っ
た
と
暗
示
し
た
。
晩
年
に
『
日

本
考
』
『
朝
鮮
考
』
を
作
っ
た
の
も
、
日
本
が
全
く
の
夷
狄
で
な
か
っ
た
と
示

す
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
持
論
の
公
表
を
憚
っ
た
た
め
、
神
儒
二
道
が
一

致
す
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
せ
る
文
を
作
り
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

少
時
か
ら
敬
神
の
念
が
篤
か
っ
た
山
崎
闇
斎
は
、
神
道
が
邪
教
で
な
く
日

本
の
道
で
あ
り
道
学
と
妙
契
す
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
が
夷
狄
で
な
く
豊
葦
原

中
国
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
闇
斎
は
、

日
本
の
天
照
大
神
や
神
武
帝
を
支
那
の
上
古
聖
神
に
、
神
道
の
土
金
を
道
学
の

敬
に
付
会
し
た
。
ま
た
程
頤
の
語
に
よ
っ
て
、
中
国
は
一
つ
で
な
く
各
国
が
そ

の
国
の
人
に
と
っ
て
の
中
国
だ
と
述
べ
た
。

山
鹿
素
行
は
道
統
論
を
弾
指
し
、
日
本
こ
そ
が
中
国
で
あ
り
神
儒
一
揆
だ

と
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
神
代
上
古
叙
述
は
道
統
論
に
似
て
い
る
。

ま
た
、
神
代
上
古
に
日
本
聖
学
の
淵
源
が
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
松
下
見
林
は
、

中
華
た
る
支
那
以
外
で
神
国
日
本
が
擢
ん
で
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

『
異
称
日
本
伝
』
を
編
み
、
日
本
学
問
の
淵
源
を
『
学
原
』
で
略
述
し
た
。
朝

鮮
の
『
童
蒙
先
習
』
を
用
い
て
『
神
国
童
蒙
先
習
』
を
著
わ
す
な
ど
、
そ
の
華

夷
論
は
朝
鮮
道
学
か
ら
の
影
響
が
色
濃
い
。

従
来
、
道
学
は
支
那
以
外
に
も
通
用
す
る
普
遍
思
想
だ
と
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
朱
熹
の
道
学
は
支
那
を
中
国
と
し
て
道
学
以
外
を
邪
教

と
し
、
鮮
儒
の
箕
子
東
来
説
は
朝
鮮
を
小
中
華
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸

前
期
に
お
け
る
華
夷
論
や
神
儒
論
の
多
く
は
、
自
国
意
識
を
脅
か
す
外
来
思
想

へ
の
自
衛
反
応
で
も
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

《

注

》

本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
適
宜
字
体
と
句

読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
、
『
周
易
本
義
』
、
『
朱
子
語
類
』
、
『
大
学
章
句
』
、
『
中
庸
章

句
』
、
『
論
語
』
…
朱
子
全
書
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
。
『
龍
川
文
集
』
…
叢
書
集
成
初
編
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（
商
務
印
書
館
）
。
『
退
渓
集
』
、
『
東
国
通
鑑
』
、
『
東
槎
録
』
…
朝
鮮
群
書
大
系
（
朝
鮮

古
書
刊
行
会
）
。
『
童
蒙
先
習
』
…
藤
井
茂
利
『
『
童
蒙
先
習
』
の
本
文
校
合
と
「
吐
」
の

研
究
』
（
西
日
本
新
聞
社
）
。
『
韞
蔵
録
』
…
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
（
ぺ
り
か
ん
社
）
。
『
羅

山
林
先
生
文
集
』
…
弘
文
社
。
「
神
易
合
勘
」
、
『
神
道
伝
授
鈔
』
、
『
聖
教
要
録
』
、
『
中
朝

事
実
』
、
『
本
朝
神
社
考
』
、
「
門
人
誓
紙
」
…
神
道
大
系
、
続
神
道
大
系
（
神
道
大
系
編

纂
会
）
。
『
神
祇
宝
典
』
…
神
祇
全
書
（
思
文
閣
）
。
『
武
備
志
』
…
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
（
北

京
出
版
社
）
。
『
見
宜
翁
医
按
』
、
『
惺
窩
文
集
』
、
『
道
統
小
伝
』
、
『
二
程
治
教
録
』
、
『
本

朝
王
代
系
図
大
綱
』
…
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
。
『
鵞
峰
林
学
士
文
集
』
…
近
世

儒
家
文
集
集
成
（
ぺ
り
か
ん
社
）
。
『
洪
範
全
書
』
、
『
朱
易
衍
義
』
、
『
垂
加
草
』
…
新
編

山
崎
闇
斎
全
集
（
ぺ
り
か
ん
社
）
。
『
大
和
小
学
』
…
日
本
教
育
文
庫
（
同
文
館
）
。
『
敬

斎
箴
講
義
』
、
『
集
義
和
書
』
、
『
陽
復
記
』
…
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）
。
『
程
書
抄

略
』
…
東
洋
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
…
二
程
集
（
中
華
書
局
）
。『
強

斎
先
生
雑
話
筆
記
』
…
日
本
随
筆
大
成
（
吉
川
弘
文
館
）
。
『
山
鹿
語
類
』
…
国
書
刊
行

会
叢
書
（
国
書
刊
行
会
）
。
『
異
称
日
本
伝
』
…
改
定
史
籍
集
覧
（
臨
川
書
店
）
。
『
学
原
』

…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
『
神
国
童
蒙
先
習
』
…
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
。
『
先

哲
叢
談
続
編
』
…
千
鍾
房
。
『
北
史
』
…
点
校
本
二
十
四
史
（
中
華
書
局
）
。
『
日
本
三
代

実
録
』
…
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
。

（
一
）
道
統
論
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
朱
子
学
の
正
統
論
・
道
統
論
と
日
本
へ

の
展
開
」
（
吾
妻
重
二
主
編
・
黄
俊
傑
副
主
編
『
東
ア
ジ
ア
世
界
と
儒
教
―
―
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
―
』
、
東
方
書
店
、
２
０
０
５
）
と
同
「
「
治
統
」
覚
書
―
―
正

統
論
・
道
統
論
と
の
関
係
か
ら
―
―
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
三
、
２
０
０

６
）
参
照
。

（
二
）
朱
熹
は
陳
亮
宛
の
書
翰
で
斯
く
述
べ
て
い
た
。

千
五
百
年
之
間
、〔
…
〕
雖
二

或
不
一レ

無
二

小
康
一

、
而
堯
舜
三
王
周
公
孔
子
所
レ

伝
之
道
、
未
二

嘗
一
日
得
一レ

行
二

於
天
地
之
間
一

也
。

（
「
答
陳
同
甫
」
第
六
、
淳
熙
十
一
年
成
立
か
、

『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
第
卅
六
）

但
以
下

儒
者
之
学
不
レ

伝
、
而
堯
舜
禹
湯
文
武
以
来
転
相
授
受
之
心
不
上
レ

明
二

於
天
下
一

。
故
漢
唐
之
君
雖
二

或
不
一レ

能
レ

無
二

暗
合
之
時
一

、
而
其
全
体
却
只

在
二

利
欲
上
一

。

（
「
答
陳
同
甫
」
第
八
、
翌
十
二
年
成
立
か
、
同
前
）

周
末
か
ら
の
千
五
百
年
間
、
小
康
暗
合
の
時
も
あ
っ
た
が
、
堯
舜
三
王
周
公
孔
子

の
伝
え
た
道
は
一
日
も
天
地
の
間
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
漢
唐
の
君
も
そ
の
全
体

は
利
欲
に
あ
り
、
決
し
て
三
代
と
同
じ
で
な
い
、
と
い
う
。
こ
れ
に
は
陳
亮
か
ら

「
窃
恐
待
二

漢
唐
之
君
一

太
浅
狭
、
而
世
之
君
子
有
下

不
レ

厭
二

於
心
一

者
上

矣
」
（
「
又

書
」
、
『
龍
川
文
集
』
巻
第
廿
書
）
と
反
論
が
あ
る
な
ど
、
朱
熹
の
道
統
論
は
同
時

代
の
儒
者
か
ら
も
必
ず
し
も
理
解
さ
れ
な
い
ほ
ど
狭
隘
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
な
お
、
鮮
儒
は
箕
子
朝
鮮
に
お
け
る
道
統
の
存
在
を
暗
示
す
る
の
み
で
、
道
統

が
存
在
し
た
と
明
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
程
朱
が
箕
子
は
道
統
継
承

者
だ
と
明
言
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
三
節
で
取
り
上
げ
る
闇
斎
も
、
神

代
上
古
の
日
本
に
お
け
る
道
統
の
存
在
を
暗
示
す
る
の
み
で
、
や
は
り
明
言
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
四
）
文
禄
慶
長
の
役
以
後
の
朝
鮮
儒
学
か
ら
日
本
儒
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
阿

部
吉
雄
「
日
本
朱
子
学
勃
興
の
情
況
と
原
因
」
（
［
序
章
、
書
き
下
ろ
し
］
、
『
日
本

朱
子
学
と
朝
鮮
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
６
５
）
な
ど
参
照
。

（
五
）
神
谷
勝
広
「
林
羅
山
と
知
識
の
伝
播
」
、
『
名
古
屋
文
理
短
期
大
学
紀
要
』
二
二
、

１
９
９
７
、
一
三
二
頁
。
ま
た
、
鈴
木
健
一
（
『
林
羅
山
―
―
書
を
読
み
て
未
だ
倦

ま
ず
―
―
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
２
、
一
〇
頁
）
と
沢
井
啓
一
（
「
林
羅

山
と
朱
子
学
」
、
鈴
木
健
一
編
『
形
成
さ
れ
る
教
養
―
―
十
七
世
紀
日
本
の

〈
知
〉
―
―
』
、
勉
誠
出
版
、
２
０
１
５
、
一
三
五
頁
）
も
同
趣
の
見
解
を
示
し
て

い
る
。

（
六
）
羅
山
の
道
統
伝
図
は
、
高
瀬
武
次
郎
が
指
摘
し
た
（
「
道
統
伝
」
、
羽
田
亨
編
『
内
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藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
学
論
叢
』
、
弘
文
堂
書
房
、
１
９
２
６
、
四
四
二
頁
）
よ
う

に
、
明
の
丘
濬
『
学
的
』
の
「
道
統
相
伝
之
図
」
に
依
拠
し
た
も
の
ら
し
い
。

（
七
）
「
先
生
〔
藤
原
惺
窩
…
引
用
者
註
〕
常
慕
二

中
華
之
風
一

、
欲
レ

見
二

其
文
物
一

」
（
羅

、
、

山
「
惺
窩
先
生
行
状
」
、
元
和
六
年
［
１
６
２
０
］
某
月
某
日
付
、『
惺
窩
文
集
』
）
、

「
神
武
以
来
、
皇
統
一
種
百
世
綿
綿
。
雖
二

中
華
及
異
域
一

、
未
レ

有
二

如
レ

此
之
悠

、
、

久
一

矣
。
美
哉
」
（
『
本
朝
王
代
系
図
大
綱
』
跋
、
寛
永
廿
一
年
［
１
６
４
４
］
十

月
十
四
日
付
）
。
な
お
、
『
神
祇
宝
典
』
の
「
神
祇
宝
典
序
」
（
本
論
後
掲
）
に
「
蓋

聖
人
之
尊
二

神
祇
一

慎
二

祭
祀
一

重
二

人
事
一

也
、
姫
周
既
如
レ

此
、

本
朝
亦
宜
レ

然
」

、
、

と
あ
り
、
こ
の
「
姫
周
」
を
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
第
四
十
八
所
収
の
同
序
は

「
中
華
」
に
作
る
。

（
八
）
未
詳
。
羅
山
は
同
論
で
円
月
『
日
本
紀
』
に
言
及
し
て
い
る
た
め
、
亡
佚
し
た

同
書
に
あ
っ
た
説
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
同
書
に
つ
い
て
は
原
克
昭
「
〝
焚
書
〟

さ
れ
た
「
日
本
紀
」
の
光
芒
―
―
〈
呉
太
伯
後
裔
説
〉
続
貂
―
―
」（
［
第
三
部
第
一

編
第
三
章
、
初
出
２
０
０
９
］
、
『
中
世
日
本
紀
論
考
―
―
註
釈
の
思
想
史
―
―
』
、

法
蔵
館
、
２
０
１
２
）
参
照
。

（
九
）
後
に
息
鵞
峰
は
よ
り
直
截
に
、
「
新
刊
東
国
通
鑑
序
」
（
寛
文
六
年
［
１
６
６
６
］

七
月
付
、
『
鵞
峰
林
学
士
文
集
』
巻
第
八
十
四
序
四
）
で

泰
伯
至
徳
、
而
基
二

我
王
跡
一

。
箕
子
有
レ

仁
、
以
開
二

彼
土
地
一

。
鈞
是
先
聖

、
、
、
、

、
、
、

、

之
所
レ

称
也
。
共
曰
二

東
方
君
子
国
一

者
、
不
二

亦
宜
一

乎
。
中
華
姑
舎
レ

是
。

、
、
、
、

、

六
合
之
内
、
守
二

綱
常
之
道
一

、
仰
二

文
物
之
化
一

、
未
レ

聞
下

如
二

本
朝
及
朝

、

、

、

、
、
、
、

鮮
一

者
上

。

、

、

と
述
べ
る
。

（
一
〇

）
塚
本
学
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
夷
」
観
念
に
つ
い
て
」
、『
日
本
歴
史
』
三
七
一
、

１
９
７
９
、
四
～
五
頁
。
ま
た
渡
辺
浩
も
、
羅
山
な
ど
の
華
夷
論
に
「
日
本
は
夷

狄
で
あ
る
と
し
て
も
単
な
る
夷
狄
で
は
な
い
と
論
証
し
た
い
気
持
」
を
読
み
取
っ

て
い
る
（
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』
増
補
新
装
版
、
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
１

０
［
初
刊
１
９
８
５
］
、
五
〇
頁
）
。

（
一
一

）
石
田
一
良
「
林
羅
山
の
思
想
」
、
『
藤
原
惺
窩

林
羅
山
』
（
『
日
本
思
想
大
系
』
二

八
）
解
題
、
岩
波
書
店
、
１
９
７
５
、
四
八
五
～
六
頁
。

（
一
二

）「
我
朝
神
国
也
、
神
道
乃
王
道
也
。
一
自
二

仏
法
興
行
一

後
、
王
道
神
道
都
擺
却
去
」

、
、
、
、
、

（
「
随
筆
二
」
［
本
論
後
掲
］
第
十
二
条
）
、
「
夫

本
朝
者
、
神
霊
之
所
二

挺
生
而

、

、
、
、

棲
舎
一

也
。
故
推
称
二

神
国
一

、
其
宝
号
二

神
器
一

、
守
二

其
大
宝
一

則
曰
二

神
皇
一

、
其

、
、

、
、

征
伐
則
曰
二

神
兵
一

、
其
所
二

由
行
一

則
曰
二

神
道
一

」（
「
神
祇
宝
典
序
」［
本
論
後
掲
］
）
。

な
お
、
後
に
弟
子
の
素
行
は
「
天
下
皆
神
国
也
。
何
必
限
二

本
朝
一

」（
『
山
鹿
語
類
』

巻
第
卅
八
聖
学
六
、
二
三
九
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
羅
山
の
神
国
論
も
こ
れ
と
同

じ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
一
三

）
「
人
道
は
明
か
に
し
て
陽
に
か
た
と
り
、
神
道
は
か
く
れ
て
陰
に
か
た
と
る
。
故

象

隠

象

に
も
つ
は
ら
多
く
八
の
数
を
用
ゆ
。
神
道
の
家
説
に
「
我
国
の
神
道
は
『
周
易
』

、
、
、
、
、
、

、
、

専

の
道
に
通
す
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
等
の
類
な
る
へ
し
」
（
『
神
道
伝
授
鈔
』
神
道
伝

、
、
、
、
、

授
追
加
「
八
之
字
事
」
条
）
、「
余
嘗
読
二

『
日
本
紀
』
神
代
巻
一

、
聊
覚
レ

合
二

易
道
一

。

〔
…
〕
頗
雖
レ

似
二

牽
合
付
会
一

、
彼
此
相
発
明
、
則
易
道
神
道
之
為
二

一
理
一

者
、

、
、
、
、
、
、

、
、

可
二

推
知
一

焉
」
（
「
神
易
合
勘
」
、
成
立
時
期
未
詳
）
。

（
一
四

）

な
お
、
羅
山
が
神
道
は
す
な
わ
ち
王
道
だ
と
明
言
し
た
こ
と
は
あ
り
、
従
来
そ

れ
を
根
拠
に
羅
山
は
神
儒
一
致
論
者
だ
と
自
明
の
如
く
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
所
謂
「
王
道
」
は
文
脈
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
っ
て
お
り
、
神
儒
一
致
論
の

根
拠
と
な
り
得
な
い
。
例
え
ば
、
「
随
筆
二
」
第
十
三
条
（
本
論
後
掲
）
に
は
「
王、

道
一
変
至
二

於
神
道
一

、
神
道
一
変
至
二

於
道
一

。
道
吾
所
謂
儒
道
也
」
と
あ
っ
て
王

、

、

、
、
、
、
、
、
、

道
と
儒
道
は
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
神
祇
宝
典
序
」（
本
論
後
掲
）
に
は
「
即

是
王
道
也
、
儒
道
也
、
聖
賢
之
道
也
」
と
あ
り
、
王
道
と
儒
道
は
同
じ
だ
と
さ
れ

、
、
、

、
、
、

て
い
る
。

（
一
五

）
「
王
道
一
変
至
二

於
神
道
一

、
神
道
一
変
至
二

於
道
一

」
に
つ
い
て
、
揖
斐
高
は
「
日

本
古
来
の
神
道
と
い
う
も
の
は
、
儒
教
に
お
い
て
理
想
的
な
政
治
の
あ
り
方
と
さ
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れ
る
王
道
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
一
変
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
解
釈
す

る
（
『
江
戸
幕
府
と
儒
学
者
―
―
林
羅
山
・
鵞
峰
・
鳳
岡
三
代
の
闘
い
―
―
』
、
中

央
公
論
新
社
、
２
０
１
４
、
六
九
頁
）
。
だ
が
、
こ
の
出
典
は
『
論
語
』
雍
也
篇
第

六
に
見
え
る
孔
子
の
言
「
斉
一
変
至
二

於
魯
一

、
魯
一
変
至
二

於
道
一

」
で
あ
る
た
め
、

従
い
得
な
い
。

（
一
六

）
土
田
健
次
郎
「
朱
子
学
と
神
道
」
、
『
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』
二
二
、

２
０
０
６
、
三
九
頁
。
ま
た
、
同
『
江
戸
の
朱
子
学
』（
筑
摩
書
房
、
２
０
１
４
、
一

八
九
～
九
一
頁
）
参
照
。

（
一
七

）
な
お
、
羅
山
の
文
章
は
広
く
読
ま
れ
、
安
易
な
神
儒
一
致
論
者
を
多
く
生
む
こ

と
に
な
る
。
例
え
ば
息
鵞
峰
は
、
「
碩
果
林
記
」
（
寛
文
二
年
［
１
６
６
２
］
十
月

下
旬
付
、
『
鵞
峰
林
学
士
文
集
』
巻
第
三
記
一
）
で
「
本
朝
者
神
国
也
、
神
道
者
王

道
也
、
王
道
者
儒
道
也
」
と
述
べ
る
な
ど
、
神
儒
二
道
を
峻
別
し
て
い
な
い
。
神

儒
一
致
論
者
と
し
て
の
林
羅
山
像
は
、
公
私
両
論
の
併
用
と
多
く
生
ま
れ
た
神
儒
一

致
論
者
に
由
来
す
る
虚
像
で
あ
ろ
う
。

（
一
八

）
土
田
健
次
郎
『
江
戸
の
朱
子
学
』
（
前
掲
）
、
一
七
七
、
一
九
二
頁
。
な
お
土
田

は
、
日
本
人
で
あ
る
闇
斎
は
理
と
い
う
語
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、

神
道
の
神
と
関
連
付
け
て
修
養
の
実
感
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
な
い
か
、
と
推
測

す
る
（
一
八
七
～
九
頁
）
。
し
か
し
、
道
学
に
お
け
る
理
は
支
那
人
が
日
常
会
話
で

用
い
る
そ
れ
と
同
じ
で
な
い
た
め
、
日
本
人
だ
か
ら
殊
に
理
解
し
難
い
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
九

）
田
尻
祐
一
郎
は
、
「
伊
勢
太
神
宮
儀
式
序
」
な
ど
に
神
道
を
心
の
問
題
と
関
連
付

た
よ
う
な
文
言
は
見
え
な
い
も
の
の
、
闇
斎
は
当
時
す
で
に
心
の
問
題
へ
の
答
え

を
神
道
に
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
推
測
し
て
い
る
（
『
山
崎
闇
斎
の
世
界
』
、

ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
０
６
、
七
六
頁
）
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
闇
斎
の
敬
神
の
念
は
本
来
、
心
の
問
題
と
関
連
し
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
孫
弟
子
の
若
林
強
斎
に
よ
れ
ば
、
闇
斎
は
常
に
神

道
の
旨
を
明
か
し
て
「
是
レ
ミ
ヨ
、
四
書
六
経
ヲ
マ
タ
ヌ
」
、
「
『
易
』
ハ
唐
ノ
「
神

見

待

代
巻
」
、
「
神
代
巻
」
ハ
日
本
ノ
『
易
』
ヂ
ヤ
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
（
山
口
春

水
筆
録
『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
第
二
、
八
〇
、
二
一
〇
頁
）
。

（
二
〇

）
土
田
健
次
郎
『
江
戸
の
朱
子
学
』
（
前
掲
）
、
一
八
九
頁
。

（
二
一

）
な
お
闇
斎
は
、
『
朱
易
衍
義
』
巻
第
二
（
延
宝
五
年
［
１
６
７
７
］
正
月
自
序
）

で
李
滉
の
易
学
理
解
に
「
考
之
不
レ

詳
」
（
二
一
四
頁
、
原
割
註
）
が
あ
る
と
批
判

し
て
い
る
。
こ
の
闇
斎
の
李
滉
批
判
に
つ
い
て
、
田
尻
祐
一
郎
は
「
世
界
や
文
明

の
始
源
の
在
り
方
が
、
朝
鮮
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
歴
史
的
な
負
の
条

件
の
下
に
李
退
渓
が
あ
る
」
と
見
て
い
た
と
述
べ
（
『
山
崎
闇
斎
の
世
界
』［
前
掲
］
、
二

〇
六
頁
）
、
沢
井
啓
一
も
「
『
易
』
と
『
洪
範
』
の
解
釈
に
つ
い
て
、
「
古
伝
承
」
の

欠
如
が
李
滉
に
正
し
い
理
解
へ
の
到
達
を
妨
げ
た
と
考
え
て
い
た
」
と
述
べ
る
（
『
山

崎
闇
斎
―
―
天
人
唯
一
の
妙
、
神
明
不
思
議
の
道
―
―
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２

０
１
４
、
三
五
七
頁
）
。
だ
が
、
闇
斎
は
李
滉
批
判
と
朝
鮮
に
お
け
る
道
の
失
伝
を

関
連
付
け
て
お
ら
ず
、
従
い
得
な
い
。
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
闇
斎
が
主
張

し
た
か
っ
た
こ
と
は
恐
ら
く
、
と
も
に
上
古
に
あ
っ
た
道
学
が
後
世
に
伝
わ
っ
た

か
絶
え
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
相
違
が
あ
る
だ
け
で
、
日
本
支
那
朝
鮮
の
三
国
は

対
等
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
二
二

）
稀
有
な
例
外
と
し
て
、
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ー
ム
ス
は
「
闇
斎
は
、
歴
史
か
ら
道
を

発
見
し
て
道
統
を
立
て
る
べ
く
『
神
代
巻
』
に
向
か
い
、
神
道
の
学
を
始
め
る
よ

、
、

う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
（
「
山
崎
闇
斎
の
『
神
代
巻
』
に
お
け
る
解
釈
学
―
―
典

型
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
態
と
し
て
―
―
」
、『
思
想
』
七
六
六
、
１
９
８
８
、
九
頁
）
。

し
か
し
、
そ
の
動
機
は
「
道
は
あ
る
べ
き
だ
」
、
「
し
か
し
隠
さ
れ
て
き
た
の
で
発

見
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
単
純
な
探
究
心
だ
っ
た
（
九
頁
）
と
す
る
こ
と
に
は

従
い
得
な
い
。
ま
た
朴
鴻
圭
は
、
「
闇
斎
は
舎
人
親
王
以
後
「
絶
学
」
し
た
神
道
に

お
け
る
「
道
統
」
を
継
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
『
山
崎
闇
斎
の
政
治

、
、

理
念
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
０
２
、
一
五
三
頁
）
。
し
か
し
、
朴
の
所
謂
「
道
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統
」
が
朱
熹
の
そ
れ
と
同
じ
意
か
、
神
道
の
系
統
の
意
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（
二
三

）
闇
斎
の
敬
理
解
に
つ
い
て
は
、
高
島
元
洋
『
山
崎
闇
斎
―
―
日
本
朱
子
学
と
垂

加
神
道
―
―
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
１
９
９
２
、
三
五
八
～
七
三
頁
）
な
ど
参
照
。

（
二
四

）
た
だ
し
、
闇
斎
は
垂
加
神
道
の
門
人
た
ち
に
「
異
国
之
道
、
習
合
付
会
仕
間
敷

事
」
（
「
門
人
誓
紙
」
）
を
誓
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
土
金
と
敬
の
関
係
は
妙
契

で
あ
っ
て
付
会
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
か
ら
す
る
と
付
会

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
二
五

）
闇
斎
は
日
本
に
も
道
統
が
あ
っ
た
と
暗
示
す
る
の
み
で
、
決
し
て
そ
う
明
言
し

な
か
っ
た
。
た
だ
し
佐
藤
直
方
に
よ
る
と
、
闇
斎
に
親
炙
し
た
あ
る
人
は
当
時
、「
日、

本
自
二

神
代
一

以
来
、
有
二

道
統
之
伝
一

。
而
其
伝
授
秘
説
、
散
二

見
于
「
神
代
巻
」
、

、
、

、
、

、
、

、

、
、
、
、

「
中
臣
祓
」
、
及
諸
家
伝
記
一

」
と
主
張
し
て
い
た
と
い
う
（
「
討
論
筆
記
」
）
。

（
二
六

）
崎
門
の
華
夷
論
争
に
つ
い
て
は
、
清
水
則
夫
「
浅
見
絅
斎
の
神
道
観
と
道
に
つ

い
て
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』
三
九
、
２
０
０
７
）
や
同
「
浅
見
絅
斎
の
「
大
義
名

分
」
の
再
検
討
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
、
２
０
１
６
）
参
照
。

（
二
七

）
劉
長
輝
「
山
鹿
素
行
の
「
聖
学
」
に
お
け
る
「
道
統
」
観
」
、
『
哲
学
・
思
想
論

叢
』
一
三
、
１
９
９
５
、
四
六
頁
。

（
二
八

）
ま
た
、『
山
鹿
語
類
』
巻
第
卅
五
聖
学
三
致
知
「
論
道
統
之
説
」
条
（
一
〇
一
頁
）

に
も
同
趣
の
文
が
あ
る
。

（
二
九

）
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
セ
（
安
孫
子
悠
訳
）
「
『
中
朝
事
実
』
あ
る
い
は
中
心
性
の
覆

し
」
、
『
国
際
日
本
学
』
一
一
、
２
０
１
４
、
二
〇
三
頁
。
マ
セ
は
、
「
神
の
中
朝
へ

の
帰
属
を
誇
る
山
鹿
素
行
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
そ
こ
に
、
古
代
中
国
の
聖
王
が
示

し
た
道
が
完
全
か
つ
自
然
な
形
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
そ
れ

で
は
結
局
の
と
こ
ろ
彼
は
ど
ち
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
帰
属
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
二
一
四
頁
）
。
ま
た
素
行
以
前
に
、
度
会
延
佳
は

『
陽
復
記
』
巻
上
（
慶
安
四
年
［
１
６
５
１
］
刊
行
）
で
、
神
道
と
易
道
の
一
致

を
唱
え
る
者
に
つ
い
て
「
「
我
国
の
神
道
に
易
道
は
同
じ
」
と
見
る
こ
そ
、
忠
厚マ

マ

の
道
な
ら
め
。「
易
道
に
神
道
は
同
じ
き
」
と
い
ふ
は
、
い
か
ゞ
と
思
ひ
侍
る
」（
八

七
頁
）
と
述
べ
て
い
た
。

（
三
〇

）
そ
の
他
に
も
、
「
是
乃

聖
神
教
学
之
実
、
後
世
所
二

由
行
一

之
也
」
（
巻
上
神
教

章
、
一
三
三
頁
）
、「
万
世
之
今
、
読
二

此
一
章
一

、
以
知
三

聖
学
之
淵
源
始
二

終
於
此
一

」

（
同
前
、
一
三
四
頁
）
、
「
以
上
、
致
二

教
学
之
淵
源
一

。
〔
…
〕
是
後
世
非
二

聖
教
之

淵
源
一

乎
」
（
同
前
、
一
三
九
頁
）
な
ど
と
あ
る
。

（
三
一

）
「
此
一
編
、

仁
徳
朝
以
下
、
挙
二

其
尤
一

者
、
而
余
姑
舎
レ

是
。
蓋
三
韓
来
服
之

後
、
外
朝
之
典
籍
相
通
。
故
嘉
言
善
行
、
亦
有
二

踏
襲
之
嫌
一

。
況
異
教
之
太
熾
、

神
聖
之
道
、
竟
雑
而
不
レ

醇
」
（
二
二
八
頁
）
。

（
三
二

）
「
先
生
〔
見
宜
…
引
用
者
註
〕
嘗
観
二

『
旧
事
本
紀
』
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
一

信
三

神
国
之
冠
二

万
国
一

、
読
二

『
本
朝
文
粋
』
一

感
三

古
多
二

文
人
一

、
令
二

門
人
俊

秀
者
勧
以
学
一レ

之
」
（
見
林
『
見
宜
翁
医
按
』
、
天
和
三
年
［
１
６
８
３
］
自
跋
、

宝
暦
九
年
［
１
７
５
９
］
刊
行
、
二
三
オ
）
、
「
先
生
晩
年
、
取
二

『
四
書
大
全
』

及
『
蒙
引
』『
五
経
大
全
』『
性
理
大
全
』『
小
学
』『
近
思
録
』『
伊
洛
淵
源
録
』『
理

学
類
編
』
等
書
一

、
置
二

座
右
一

閲
レ

之
不
レ

止
」
（
同
前
、
二
六
ウ
）
、
「
先
生
亦
告
レ

余
曰
、
「
子
益
学
二

儒
及
我

朝
記
録
一

、
則
可
也
」
」
（
同
前
、
三
〇
オ
）
。

（
三
三

）
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
「
松
下
見
林
の
元
禄
型
国
際
史
学
」
、
小
島
孝
之
・
小
松
親
次

郎
編
『
異
文
化
理
解
の
視
座
―
―
世
界
か
ら
み
た
日
本
、
日
本
か
ら
み
た
世

界
―
―
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
０
３
、
六
三
頁
。

（
三
四

）
「
中
華
以
為
、
「
礼
義
之
国
、
質
直
有
二

雅
風
一

」
」
の
出
典
は
、
円
珍
表
（
仁
和
三

年
［
８
８
７
］
三
月
十
四
日
付
太
政
官
符
「
応
レ

加
二

試
年
分
度
者
二
人
一

事
」
［
『
日

本
三
代
実
録
』
同
日
条
］
所
引
）
の
「
明
州
主
朝
議
郎
使
持
節
明
州
諸
軍
事
守
明

州
刺
史
上
柱
国
熒
陽
鄭
審
則
批
判
求
法
目
録
称
、
「
最
澄
闍
梨
、
性
稟
二

生
知
之

才
一

、
来
レ

自
二

礼
義
之
国
一

。
〔
…
〕
」
者
。
然
則
西
朝
重
二

我
国
家
一

、
称
為
二

礼
義

之
郷
一

」
と
『
北
史
』
巻
第
九
十
四
列
伝
第
八
十
二
倭
条
の
「
性
質
直
、
有
二

雅
風
一

」
。

な
お
、
見
林
は
校
正
加
訓
し
た
『
日
本
三
代
実
録
』
を
刊
行
し
て
い
る
（
寛
文
十
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三
年
［
１
６
７
３
］
自
跋
）
。

（
三
五

）
同
時
期
に
、
熊
沢
蕃
山
も
『
集
義
和
書
』
巻
第
八
義
論
一
（
寛
文
十
二
年
［
１

６
７
２
］
刊
行
）
で
「
中
夏
の
外
、
四
海
の
内
に
は
日
本
に
及
べ
き
国
な
し
」
（
一

四
九
頁
）
と
述
べ
、
日
本
よ
り
優
れ
た
国
は
支
那
だ
け
だ
と
い
う
認
識
を
示
し
て

い
る
。

付
記本

稿
は
、
平
成
廿
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。


